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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属板製の直方体の１つの平面に１つのかどから対向するかどに向かって凹字状の切欠
を設けて、上記１つのかどに向かう突部を形成しておき、他の直方体の１つの平面には１
つのかどに平行な２本の切れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して隙間を
設けておき、この２つの直方体を隣接させ、１つの直方体の上記突部を他の直方体の上記
隙間に挿入して直方体同士を接続することを特徴とする金属板製直方体の接続方法。
【請求項２】
　金属板製の直方体の１つの平面に開口を設けて箱状体とし、１つの箱状体の１つの平面
に１つのかどから対向するかどに向かって凹字状の切欠を設けて、上記１つのかどに向か
う突部を形成して箱体とし、他の箱状体の１つの平面には１つのかどに平行な２本の切れ
目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して隙間を形成して箱体とし、この２つ
の箱体を隣接させて上記突部を上記隙間へ挿入して箱体同士を接続することを特徴とする
金属板製の物入れの組立方法。
【請求項３】
　金属板製の直方体の１つの平面に開口を設けて箱状体とし、箱状体の１つの平面に１つ
のかどから対向するかどに向かって凹字状の切欠を設けて、上記１つのかどに向かう突部
を形成し、上記１つの平面に対向する他の平面には、上記突部に対応する位置に、上記１
つのかどに平行な２本の切れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して隙間を
形成してなる金属板製の物入れ組立用の箱体。
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【請求項４】
　金属板製の直方体の１つの平面に開口を設けて箱状体とし、箱状体の１つの側面に１つ
のかどから対向するかどに向かって凹字状の切欠を設けて上記１つのかどに向かう突部を
形成し、上記１つの側面に対向する他の側面には、上記突部に対応する位置に、上記１つ
のかどに平行な２本の切れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して隙間を形
成して箱体とし、このような箱体を水平方向に並べて、１つの箱体の突部を隣接する箱体
の隙間へ挿入して、箱体同士を接続してなる金属板製の物入れ。
【請求項５】
　金属板製の直方体の１つの平面に開口を設けて箱状体とし、箱状体の１つの側面に１つ
のかどから対向するかどに向かって凹字状の切欠を設けて上記１つのかどに向かう突部を
形成し、上記１つの平面に対向する他の平面には、上記突部に対応する位置に、上記１つ
のかどに平行な２本の切れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して隙間を形
成し、上記１つの平面と他の平面とに挟まれた２つの平面のうち、一方には外方へ突出す
る突起を設け、他方には上記突起を入れる孔を設けてなる金属板製の物入れ組立用の箱体
。
【請求項６】
　台部と箱体とからなり、台部は金属板製の直方体からなり、１つの側面に、下方のかど
から上方に向かって凹字状の切欠を設けて作られた下方に向く突部を備え、上記側面に対
向する他の側面には、上記突部に対応する位置に、下方のかどに平行な２本の切れ目を入
れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して作られた隙間を備えており、他方、上記箱
体は、金属板製の直方体の１つの平面に開口を設けて箱状にしたものであって、１つの側
面に下方のかどから上方のかどに向かって凹字状の切欠を設けて作られた下方に向く突部
を備え、上記１つの側面と向き合う他の側面には下方のかどに平行な２本の切れ目を入れ
、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して作られた隙間を備え、台部の天板と箱体の底
板のうち、一方には外方へ突出する突起を備え、他方には突起を入れる孔を備えたもので
あることを特徴とする、金属板製の物入れ組立用品。
【請求項７】
　台部と箱体とからなり、台部は金属板製の直方体からなり、１つの側面に下方のかどか
ら上方に向かって凹字状に切欠して作られた下方に向かう突部を備え、上記側面に対向す
る他の側面には、上記突部に対応する位置に、下方のかどに平行な２本の切れ目を入れ、
切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して作られた隙間を備え、さらに天板に孔を備えて
おり、他方、上記箱体は、金属板製の直方体の正面に開口を設けて箱状にしたものであっ
て、１つの側面に下方のかどから上方のかどに向かって凹字状の切欠を設けて作られた下
方に向く突部を備え、上記１つの側面と向き合う他の側面には下方のかどに平行な２本の
切れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して作られた隙間を備え、底面には
外方へ突出する突起を備え、天板には孔を備えたものであって、上記台部を水平方向に並
べ、隣接する台部間では突部を隙間に入れて接続しておき、上記箱体を水平方向に並べて
隣接する箱体間では突部を隙間へ入れて接続しておき、接続した台部上に接続した箱体を
乗せ、箱体の突部を台部の孔に入れて接続することを特徴とする、金属板製の物入れの組
立方法。
【請求項８】
　台部と箱体とからなり、台部は金属板製の直方体からなり、箱体は、金属板製の直方体
の１つの平面に開口を設けて箱状にしたものであって、台部も箱体も何れも１つの側面に
下方のかどから上方のかどに向かって凹字状に切欠して作られた下方に向かう突部を備え
、上記側面に対向する他の側面には、上記突部に対応する位置に、下方のかどに平行な２
本の切れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して作られた隙間を備え、天板
には孔を備えており、箱体だけはさらに底板に外方へ突出する突起を備えており、上記台
部を水平方向に並べて隣接する台部の隙間に突部を入れて台部同士を接続し、台部上に箱
体を乗せ、箱体底板の突起を台部天板の孔に入れて接続するとともに、隣接する箱体同士
を隙間に突部を入れて接続してなる金属板製の物入れ。
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【請求項９】
　前記各箱体に内接する内箱を付加し、内箱を開口から出し入れ自在として引き出しにす
ることを特徴とする、請求項４又は８に記載の金属板製の物入れ。
【請求項１０】
　前記内箱に取手又は鍵を付設してなる、請求項９に記載の金属板製のキャビネット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、金属板製の組立式物入れに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　組立式の物入れは、種々の構造のものが知られている。構造の要点は、物を入れる単位
体を如何にして容易に組み立てるか、また組み立てた物入れがどんなに強固であるか、と
いう点である。代表的な構造は、２つの単位体が互いに接触する２つの面のうち、一方に
は奥広の溝を設け、他方には先広の突条を設けて、溝内に突条を押し込んで２つの単位体
を接続する方法である。この方法は、単位体同士を水平方向にも垂直方向にも接続する際
に使用できるので便利である。
【０００３】
　この方法では、単位体の外面に奥広の溝と先広の突条とを設けなければならない。この
ような溝と突条とは、合成樹脂を材料として成形することによって容易に形成することが
できるが、そのほかの材料では形成が困難である。そのため、組立式の物入れは専ら合成
樹脂の成形によって作られてきた。
　ところが、合成樹脂製の物入れは、耐火性に乏しくて、火災に合うと跡形もなく消失し
てしまう。これは物入れとしては致命的な欠点である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この発明は、合成樹脂製の組立式物入れに伴なう上述の欠点を解消しようとしてなされ
たものである。すなわち、この発明は、金属板を用いて組立式の物入れを作ろうとして生
れたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　金属板を材料とした場合には、合成樹脂を材料とした場合のように、奥広の溝と、先広
の突条とを作ることは容易でない。そのため、金属板を材料とした場合には、合成樹脂を
材料とした場合とは全く異なる単位体の接続方法を採用しなければならない。
　この発明者は、金属板製の組立式物入れの単位体は、云うまでもなく、直方体状の形態
、すなわち、直方体の正面を切欠して開口した形状のものに限る、と考えた。
【０００６】
　この発明者は、金属板製の単位体同士を接続するには、図１に示したような溝造の単位
体ＡとＢとを用いるのが好都合であることを見出した。すなわち、図１に示したように、
単位体Ａでは、１つの平面Ａ１に下方のかどＡ２から上方に向かって凹字状の切欠Ａ３を
設けて、下方へ突出する突部Ａ４を形成しておくのが好都合であることを見出した。
　他方、単位体Ｂでは、平面Ａ１に接触する平面Ｂ１に、下方のかどＢ２に平行に２本の
切れ目Ｂ３を入れ、切れ目に挟まれた部分Ｂ４を外方へ押し出して、隙間Ｂ５を形成して
おくのが好都合であることを見出した。
【０００７】
　そして、単位体ＡとＢとを接続するには、初め単位体ＡとＢとを水平に並べ、そのうち
の単位体Ａの平面Ａ１を単位体Ｂの平面Ｂ１に接触させ、突部Ａ４の先を隙間Ｂ５の上部
に臨ませ、その後単位体Ａを下方へ摺動させ、突部Ａ４を隙間Ｂへ嵌入させる。すると、
単位体ＡとＢとは、平面Ａ１と平面Ｂ１とが密着した状態で強固に接続できることを見出
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した。
【０００８】
　同様に、図２に示すように、単位体Ｃの底板Ｃ１にかどＣ２から凹字状に切欠Ｃ３をし
て突部Ｃ４を設け、単板体Ｄの天板Ｄ１に隙間Ｄ５を設けて、突部Ｃ４を隙間Ｄ５へ挿入
すると、上下に重なる単位体ＣとＤとを強固に接続できることを見出した。
　この発明は、上述の知見に基づいて上述のように単位体を接続して金属板製の物入れを
組み立てる方法を提供するものである。
【０００９】
　この発明は、金属板製の直方体の1つの平面に１つのかどから対向するかどに向かって
凹字状の切欠を設けて、上記１つのかどに向かう突部を形成しておき、他の直方体の１つ
の平面には１つのかどに平行な２本の切れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し
出して隙間を設けておき、この２つの直方体を隣接させ、１つの直方体の上記突起を他の
直方体の上記隙間に挿入して直方体同士を接続することを特徴とする金属板製直方体の接
続方法を提供するものである。
【００１０】
　また、この発明は、金属板製の直方体の１つの面に開口を設けて箱状体とし、１つの箱
状体には１つの平面に１つのかどから対向するかどに向かって凹字状の切欠を設けて、上
記１つのかどに向かう突部を形成しておき、他の箱状体の１つの平面には１つのかどに平
行な２本の切れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して隙間を形成しておき
、上記突部を上記隙間へ挿入して２つの箱体を接続することを特徴とする、金属板製の物
入れの組立方法を提供するものである。
【００１１】
　また、この発明では、最下部の箱体の下部に、台部を付加することが好ましい。台部は
、金属板製の直方体状のものからなり、箱体と同様に、１つの平面に１つのかどから対向
するかどに向かって凹字状の切欠を設けて、上記１つのかどに向かう突部を形成しておき
、他の台部の１つの平面には１つのかどに平行な２本の切れ目を入れ、切れ目に挟まれた
部分を外方へ押し出して隙間を形成したものからなり、上記突部を上記隙間へ挿入して２
つの台部を接続することを特徴とするものである。こうして２つの台部は水平方向に接続
されて組立式物入れの台を構成する。
【００１２】
　図２に示した接続方法は、上下に重なる単位体を接続するには、有利でなく、それより
も、図３に示したようにする方が容易であって、好ましいことが判明した。
　図３では、単位体Ｅの底板Ｅ１の一部にコの字状の切り込みを入れ、切り込み部分を外
方へ折曲して突起Ｅ２を設けておき、他方、単位体Ｆの天板Ｆ１には突起Ｅ２を入れる孔
Ｆ２を設けておき、突起Ｅ２を孔Ｆ２に入れることにより、単位体ＥとＦとを接続してい
る。
【００１３】
　この発明では箱体同士を上下に接続する場合に限らず、箱体と台部とを接続する場合に
も、図３に示したような接続方法を採ることが好ましい。
　こうして、この発明は、金属板製の直方体の正面に開口を設けて箱状体とし、箱状体の
１つの側面に１つのかどから対向するかどに向かって凹字状の切欠を設けて上記１つのか
どに向かう突部を形成して箱体とし、他の箱状体の１つの側面には１つのかどに平行な２
本の切れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して隙間を形成して箱体とし、
この２つの箱体を隣接させて上記突部を上記隙間へ挿入して箱体同士を水平方向に接続し
てなることを特徴とする金属板製の物入れを提供するものである。
【００１４】
　また、この発明は、上記物入れを構成する単位体、すなわち金属板製物入れ組立用の箱
体を提供するものであり、また金属板製物入れ組立用の台部を提供するものである。
　そのうちの金属板製の物入れ組立用の箱体に関する発明は、金属板製直方体の１つの面
に開口を設けて箱状体とし、箱状体の１つの平面に１つのかどから対向するかどに向かっ
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て凹字状の切欠を設けて上記１つのかどに向かう突部を形成し、上記１つの平面に対向す
る他の平面には上記１つのかどに平行な２本の切れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外
方へ押し出して隙間を形成してなる金属板製の物入れ組立用の箱体である。
【００１５】
　また、箱体に関する発明は、金属板製の直方体の正面に開口を設けて箱状体とし、箱状
体の１つの側面に１つのかどから対向するかどに向かって凹字状の切欠を設けて上記１つ
のかどに向かう突部を形成し、上記１つの側面に対向する他の側面には、上記突部に対応
する位置に、上記１つのかどに平行な２本の切れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方
へ押し出して隙間を形成し、上記１つの側面と他の側面とに挟まれた２つの平面のうち、
一方には外方へ突出する突起を設け、他方には上記突起を入れる孔を設けてなることを特
徴とするものである。
【００１６】
　また、金属板製の物入れ組立用の台部に関する発明は、金属板製の直方体からなり、１
つの側面に下方のかどから上方に向かって凹字状の切欠を設けて形成された突部を備え、
上記側面と向き合う側面には上記突部に対応する位置に下方のかどに平行な２本の切れ目
を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して作られた隙間を備えていることを特徴
とする金属板製の物入れ組立用の台部である。
【００１７】
　また、この発明は、金属板製の物入れ組立用品に関する発明を提供するものである。そ
の発明は、台部と箱体とからなり、台部は金属板製の直方体からなり、１つの側面に、下
方のかどから上方に向かって凹字状の切欠を設けて作られた下方に向く突部を備え、上記
側面に対向する他の側面には、上記突部に対応する位置に、下方のかどに平行な２本の切
れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して作られた隙間を備えており、他方
、上記箱体は、金属板製の直方体の１つの平面に開口を設けて箱状にしたものであって、
１つの側面に下方のかどから上方のかどに向かって凹字状の切欠を設けて作られた下方に
向く突部を備え、上記１つの側面と向き合う他の側面には下方のかどに平行な２本の切れ
目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して作られた隙間を備えており、上記台
部の天板と上記箱体の底板のうち、一方には外方へ突出する突起を備え、他方には突起を
入れる孔を備えたものであることを特徴とするものである。
【００１８】
　さらに、この発明は、上記箱体同士又は箱体と台部とを接続してなる物入れに関する発
明を含んでいる。
　そのうち、箱体を多数接続してなる物入れに関する発明は、金属板製の直方体の1つの
平面に開口を設けて箱状体とし、箱状体の１つの側面に１つのかどから対向するかどに向
かって凹字状の切欠を設けて上記１つのかどに向かう突部を形成し、上記１つの側面に対
向する他の側面には、上記突部に対向する位置に、上記１つのかどに平行な２本の切れ目
を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して隙間を形成して箱体とし、このような
箱体を水平方向に並べて、１つの箱体の突部を隣接する箱体の隙間へ挿入して箱体同士を
接続してなることを特徴とするものである。また、こうして水平方向に接続して作った物
入れを上下に重ねて接続してなる金属板製の物入れである。
【００１９】
　また、この発明は金属板製の物入れの組立方法に関する発明を含んでいる。その発明は
台部と箱体とからなり、台部は金属板製の直方体からなり、１つの側面に下方のかどから
上方に向かって凹字状に切欠して作られた下方に向かう突部を備え、上記側面に対向する
他の側面には、上記突部に対応する位置に、下方のかどに平行な２本の切れ目を入れ、切
れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して作られた隙間を備え、さらに天板に孔を備えてお
り、他方、上記箱体は、金属板製の直方体の正面に開口を設けて箱状にしたものであって
、１つの側面に下方のかどから上方のかどに向かって凹字状の切欠を設けて作られた下方
に向く突部を備え、上記１つの側面と向き合う他の側面には下方のかどに平行な２本の切
れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出して作られた隙間を備え、台部の天板
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と箱体の底面とのうち、一方には外方へ突出する突起を設け、他方には突起を入れる孔を
設けておき、上記台部を水平方向に並べ、隣接する台部間では突部を隙間に入れて接続し
ておき、上記箱体を水平方向に並べて隣接する箱体間では突部を隙間へ入れて接続してお
き、接続した台部上に接続した箱体を乗せ、上記の突起を上記の孔に入れて接続すること
を特徴とするものである。
【００２０】
　また、この発明は金属板製の物入れを提供するものである。その物入れは、台部と箱体
とからなり、台部は金属板製の直方体からなり、箱体は、金属板製の直方体の正面に開口
を設けて箱状にしたものであって、台部も箱体も何れも１つの側面に下方のかどから上方
のかどに向かって凹字状に切欠して作られた下向きの突部を備え、上記側面に対向する他
の側面には、上記突部に対応する位置に、下方のかどに平行な２本の切れ目を入れ、切れ
目に挟まれた部分を外方へ押し出して作られた隙間を備え、台部の天板は孔を備えており
、箱体の底板は外方へ突出する突起を備えており、上記台部を水平方向に並べて隣接する
台部同士を隙間に突部を入れて接続し、台部上に箱体を乗せ、箱体底板の突起を台部天板
の孔に入れて接続するとともに、隣接する箱体同士を隙間に突部を入れて接続してなるこ
とを特徴とするものである。
【００２１】
　また、箱体と台部とを用いてなる物入れに関する発明は、台部と箱体とからなり、台部
は金属板製の直方体からなり、１つの側面に下方のかどから上方に向かって凹字状の切欠
を設けて作られた下方に向く突部を備え、上記側面に対向する他の側面には、上記突部に
対向する位置に、下方のかどに平行な２本の切れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方
へ押し出して作られた隙間を備えており、他方、上記箱体は、金属板製の直方体の正面に
開口を設けて箱状にしたものであって、１つの側面に下方のかどから上方のかどに向かっ
て凹字状の切欠を設けて作られた下方に向く突部を備え、上記１つの側面と向き合う他の
側面には下方のかどに平行な２本の切れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出
して作られた隙間を備えており、箱体の底板と台部の天板のうち、一方には外方へ突出す
る突起を設け、他方には突起を入れる孔を設けておき、上記台部の上に箱体を置き、上記
の突起を上記の孔に挿入して箱体を台部に接続し、台部の横に別の台部を並べて１つの台
部の突部を他の台部の隙間へ入れて台部同士を接続し、上記別の台部の上に別の箱体を乗
せ、既に接続した箱体と上記別の箱体とを、上記の台部と同様に、突部を隙間へ入れて接
続するとともに上記別の箱体の突起を別の台部の孔に挿入して別の台部に接続することを
特徴とするものである。
【００２２】
　こうして組み立てられた物入れでは、さらに各箱体の上に箱体を乗せ、上方の箱体底板
の突起を下方の箱体天板の孔に挿入して上下に位置する箱体同士を接続するとともに、横
に隣接する箱体の間では突部を隙間へ挿入して接続してさらに箱体の数を多くて大きな物
入れとすることができる。
【発明の効果】
【００２３】
　この発明によれば、箱体と台部とは、何れも金属板で作られているから、この発明に係
る物入れは火災に会っても焼失しない利点を持っている。
　また、この発明によれば、金属板製の直方体の正面に開口を設けたものを箱体とするか
ら、箱体は平面同士を接触させて並べることができるので、組み立てた物入れは隙間なく
密接することとなり、見栄えがよく、効率よく物を収納することができる。
【００２４】
　この発明によれば、１つの箱体には１つの側面に１つのかどから対向するかどに向かっ
て凹字状の切欠を設けるだけで係止用の突部を設けることができるから、係止部の形成が
容易である。また、他の箱体では、１つの側面に１つのかどに平行な２本の切れ目を入れ
、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出すだけで係止用の隙間を設けることができるから
、係止部の形成が容易である。
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【００２５】
　また、この発明では、上述のようにして突部を形成した箱体と、隙間を形成した箱体と
を並べ、突部を隙間へ挿入するだけで箱体同士を接続することができるから、接続は容易
である。しかも、突部は箱体の１つの平面の一部であり、隙間は箱体平面に密接して箱体
の外方に突出しているから、突部を隙間へ挿入すると、２つの平面は密接することとなり
、その間には全く隙間のない状態となる。
【００２６】
　その上に、こうして接続した箱体の間では、突部が隙間へ入り込んでいるから、２つの
箱体は強固に接続されることになる。
　また、この発明において台部を用いるときは、台部は金属板製の直方体からなるので、
箱体と同様に平面同士を密接させて並べることができるので、接続して得られた台は箱体
の強固な基礎となり、また見栄えもよい。
【００２７】
　また、この発明によれば、台部は直方体の１つの側面に１つのかどから対向するかどに
向かって凹字状の切欠を設けただけで突部を設けて係止用のものとするから、係止部の形
成が容易である。また上記１つの側面に対向する側面には上記突部に対応する位置に対応
するかどに平行な２本の切れ目を入れ、切れ目に挟まれた部分を外方へ押し出すだけで係
止用の隙間を形成することができるので、係止部の形成が容易である。
【００２８】
　この発明では上述のようにして突部を形成した台部と、隙間を形成した台部とを並べ、
突部を隙間へ挿入するだけで台部同士を接続することができるから、接続が容易である。
しかも、突部は台部の１つの平面の一部であり、隙間は台部の平面に密接して台部の外方
に突出しているから、突部を隙間へ挿入すると２つの平面は密接することとなり、その間
には全く隙間のない状態となる。その上に、こうして接続した台部の間では、突部が隙間
へ入り込んでいるから、２つの台部は強固に接続されることになる。これらの点では台部
は箱体と全く同じである。
【００２９】
　この発明によれば、上述のようにして水平方向に接続された台部の上に、上述のように
して水平方向に接続された箱体を乗せて物入れとする。
　このとき、各箱体の底板と各台部の天板のうち、一方に外方へ突出する突起を設け、他
方に上記突起を入れる孔を穿設しておくと、突起を孔に挿入することにより各箱体は各台
部に強固に接続される。従って得られた物入れは箱体が台部の上に強固に接続されたもの
となる。
【００３０】
　また、このとき、各箱体の天板と底板のうち、一方に突起を設け、他方に上記突起を入
れる孔を穿設しておくと、各箱体の上に同じ構造の箱体を重ねて設置することができる。
このため、箱体の数を多くして大きな物入れを作ることができる。
　また、この発明により台部の上に箱体を接続して組み立てた物入れは、台部を設けたた
めに最下部の箱体にも物を入れ易く、また逆に最下部に入れた物を取り出し易い。また、
台部があるから、底板に下方へ突出する突起を設けた箱体を用いて物入れにすることがで
きる。
【００３１】
　さらに、この発明によれば、組み立てた物入れを分解することも容易である。なぜなら
ば、各箱体は持ち上げるだけで下方の箱体又は台部から外すことができ、また突部を隙間
から外すことができるからである。その上に外した箱体はそのまま再使用に供することが
できる。この発明は、このような効果をもたらすものである。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】図１は、この発明において箱体同士を水平方向に接続する方法の説明図である。
【図２】図２は、この発明において箱体同士を垂直方向に接続する方法の説明図である。
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【図３】図３は、この発明において箱体同士を垂直方向に接続するに容易な方法の説明図
である。
【図４】図４は、この発明で用いる箱体の一部切欠斜視図である。
【図５】図５は、この発明で用いる台部の一部切欠斜視図である。
【図６】図６は、この発明に係る金属板製の組立式物入れの正面図である。
【図７】図７は、この発明で用いることができる他の箱体の斜視図である。
【図８】図８は、この発明に係る他の組立式物入れの正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　次に実施例を述べるが、この実施例では箱体と台部との２種類の単位体を用いている。
箱体は物入れとして働く部分であり、台部は箱体を支えるための部分である。
　そのうちの箱体は、金属板を切断し、折曲し、溶接して直方体を作りその正面に開口を
設けて、図４に示したような箱状にしたものである。
　すなわち、図４の箱体１は、直方体の正面を切欠して開口１１を設け、開口１１に隣接
する１つの側面１２の一部を下方のかど１２１から上方のかど１２２に向かって凹字状に
切欠１２３をして、下方に向かう突部１２４を形成している。このとき、凹字状の切欠１
２３は、底板１４の縁にまで広がることが好ましい。
【００３４】
　また、図４の箱体１は、側面１２と向き合う側面１３では、突部１２４に対応する位置
に下方のかどに平行な２本の切れ目１３１と１３２とを入れ、切れ目に挟まれた部分１３
３を外方へ押し出して、隙間１３４を形成している。
　また、箱体１は、底板１４が外周部分を残して中央部１４１を切欠し、外周部分のとこ
ろどころに下方へ突出する突起１４２を付設している。また、天板１５には、突起１４２
に対応する位置に、突起１４２を入れる孔１５１を穿設している。
【００３５】
　他方、台部は図５に示したような構造とする。すなわち、図５の台部２は、金属板を切
断、折曲、溶接して作った直方体状のものである。
　図５の台部２は、天板２１が箱体１の天板１５と同じ構造のものとされている。すなわ
ち、天板２１は箱体の天板１５と同じ大きさとされ、また、箱体１の天板は穿設された孔
１５１と同じ位置に同じ大きさの孔２１１が穿設されている。
【００３６】
　また、図５の台部２は、箱体１と同じように、１つの側面２２の一部を下方のかどから
上方に向かって凹字状２２１に切欠して、下方に向かう突部２２２を形成している。但し
、突部２２２は箱体１の突部１２４と同じ大きさにする必要はない。
　また、図５の台部２は、箱体１と同じように、側面２２と向き合う側面２３において、
突部２２２に対応する位置に、下方のかどに平行な２本の切れ目２３１を入れ、切れ目２
３１に挟まれた部分２３２を外方へ押し出して隙間２３４を形成している。隙間２３４は
突部２２２を丁度挿入できる大きさとする。
【００３７】
　台部２の底板は、周縁部を残して中央部を切欠して、例えば切れ目２３１に挟まれた部
分２３２を外方へ押し出すに便利なようにされている。
　箱体と台部とを用いて、この発明に係る物入れを組み立てるには次のようにする。まず
、台部２を定位置に置き、水平方向に並べて、１つの台部２の突部２２２を別の台部２の
隙間２３４に挿入して、台部同士を接続する。次いで、上記１つの台部２の上に箱体１を
乗せ、箱体底板に設けた突起１４２を台部天板に穿設した孔２１１へ挿入して箱体１を台
部２に接続する。
【００３８】
　また、上記別の台部２の上に別の箱体１を乗せ、隣接する箱体同士を突部を隙間へ入れ
ることにより接続するとともに、台部２の孔２１１へ突起１４２を入れて台部２へ接続す
る。箱体同士の接続は、あとから台部へ乗せる箱体が突部を隙間へ挿入するようにするこ
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とが好ましい。こうして、この発明に係る物入れを組み立てる。
　こうして組み立てた物入れでは、必要に応じて箱体１の上にさらに別の箱体１を乗せ、
乗せた箱体の底板に設けた突起を下に位置する箱体１の天板に設けた孔１５１へ挿入して
、箱体同士を接続する。それと同時に、隣接する箱体の間では側面に設けた突部１２４を
隙間１３４へ入れて箱体同士を接続する。
【００３９】
　この操作を繰り返して、台部２と箱体１からなる大きな物入れを組み立てることができ
る。
　そのほか、物入れを作るには、次のようにしてもよい。まず、台部２を水平方向に並べ
て、１つの台部２の突部２２２を隣接する台部２の隙間２３４に入れて、隣接する台部同
士を接続して、台部２の連結物を作る。同様に箱体１を水平方向に並べて１つの箱体１の
突部１２４を隣接する箱体１の隙間１３４に入れて隣接する箱体同士を接続して箱体１の
連結物を作る。
【００４０】
　次いで、上記の台部２の連結物の上に、箱体１の連結物を乗せ、各箱体の突起１４２を
各台部の孔２１１に入れて、箱体１の連結物を台部２の連結物に接続し、物入れとする。
　こうして、図６に示したような物入れを作ることができる。この物入れを組み立てるこ
とは容易である。なぜならば、台部又は箱体を横方向に接続するには、隣接する台部又は
箱体の側面に設けた突部を隙間へ挿入するだけで接続でき、箱体と台部又は箱体と箱体と
を上下方向に接続するには、底板に設けた突起を天板に設けた孔に入れるだけで接続でき
るからである。
【００４１】
　また、こうして組み立てた物入れは、箱体及び台部の間の接続が強固で、容易に分離さ
れない。なぜならば、箱体及び台部の間の横方向の接続は、箱体及び台部の側面に設けた
突部を隙間へ挿入することによって行われているところ、突部の幅を大きくしたり、隙間
を形成するために押し出した部分の幅を大きくしたり、隙間への突部の挿入部分の長さを
大きくしたりして、隙間からの突部の脱出を防ぐことができるからである。
【００４２】
　また、箱体及び台部の上下方向の接続は、底板から下方へ突出する突起を天板に穿設し
た孔に挿入することによって行われているところ、突起の突出長さを大きくして孔からの
突起の脱出を困難にすることができるので、上下方向にも分離し難いものにすることがで
きる。
【００４３】
　この発明に係る物入れは、通常の使用では１つの箱体だけを引き上げるようなことは起
こらない。そのために、この物入れは強固に接続されて分離し難いものである。ところが
、物入れの上部に位置し、左右の一方だけ接続されている箱体で、とりわけ突部を隣接す
る箱体の隙間へ挿入している箱体は、持ち上げることにより容易に分離することができる
。なぜならば、この箱体は突部を降下させて隙間へ挿入しているだけであり、また下の箱
体又は台部とは突起を降下させて孔へ入れているだけであるため、箱体を引き上げると、
容易に分離することができるからである。従って、この物入れは箱体の数を増減させるこ
とができる。また分離した箱体は、そのまま再使用することもできる。
【００４４】
　この発明は、このような効果をもたらすものである。
　この発明に係る物入れは、色々な方面で使用することができる。例えばこの物入れの各
箱体内に靴やスリッパなどを入れる履物棚又は図書を入れる書棚として使用することがで
きる。また、工場内で工具類を分類して収納する工具棚として使用することができる。ま
た、箱体を高さの低い小形のものにして、文房具などを入れる整理箱として使用すること
もできる。
【００４５】
　さらに、この発明に係る物入れは、図７に示したように、各箱体に開口から内接する１
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り、鍵を付設して、図８に示したように組立式のキャビネット及び整理箱として使用する
こともできる。
　この発明は、このように利用範囲の広い物入れを提供するので、利用価値が大きい。
【符号の説明】
【００４６】
　１　　箱体
　２　　台部
　３　　内箱
　１１　　箱体の開口
　１２、１３　　箱体の側面
　１４　　箱体の底板
　１５　　　箱体の天板
　１２１　　箱体の側面１２の下方のかど
　１２２　　箱体の側面１２の上方のかど
　１２３　　箱体の側面１２に設けた切欠
　１２４　　箱体の側面１２に設けた突部
　１３１、１３２　　箱体の側面１３に設けた切れ目
　１３３　　切れ目１３１と１３２とに挟まれた部分
　１３４　　箱体の側面１３に設けた隙間
　１４１　　箱体の底板１４の中央部
　１４２　　箱体の底板に設けた突起
　１５　　箱体の天板
　１５１　　箱体の天板に設けた孔
　２１　　台部の天板
　２２、２３　　台部の側面
　２２１　　台部の側面に設けた切欠
　２２２　　台部の側面に設けた突部
　２３１　　側面に設けた切れ目
　２３２　　切れ目２３１に挟まれた部分
　２３４　　台部の側面２３に設けられた隙間
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